
介護老人保健施設セントラルわかたけ阿見 入所/所定疾患施設療養費Ⅱ 加算取得状況
２０２５年４月～２０２６年３月

 所定疾患施設療養費 Ⅱ とは （厚生労働省大臣が定める基準に基づき、所定疾患施設療養費の算定状況を公表致します。）

【対象となる入所者の状態 】

　１．肺炎

　２. 尿路感染症

　３．帯状疱疹

　４．蜂窩織炎

 ★上記4疾患+慢性心不全の計5疾患で、診断名、診断日、検査結果、治療内容を診療録に記載することを要件とし、感染症対策に関する研修を修了した施設管理医が治療
   管理を行った場合に算定されます。
　 連続した10日間を限度として、月１回に限り算定可能です。近隣の医療機関と連携した場合は、医療機関で行われた内容を診療録に 記載します。　　　　　　　

介護老人保健施設セントラルわかたけ阿見　入所/所定疾患施設療養費Ⅱ　加算取得状況
２０２５年４月～２０２６年３月

【疾患別内訳】 　 年度内訳合計

実人数 0 2 2 2 4 3 2 3 0 3 1 1 実人数 23 1.9

延日数 0 9 16 7 20 8 8 17 0 12 7 2 延日数 106 8.8

実人数 4 3 3 0 4 2 1 2 2 1 3 1 実人数 26 2.2

延日数 19 10 14 0 17 5 5 6 10 5 11 1 延日数 103 8.6

実人数 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 1 0 実人数 3 0.3

延日数 0 0 0 0 0 7 0 0 0 4 3 0 延日数 14 1.2

実人数 0 0 0 1 1 2 3 2 3 3 0 0 実人数 15 1.3

延日数 0 0 0 3 8 11 18 7 26 16 0 0 延日数 89 7.4
蜂窩織炎
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算定該当月 ４月 ５月

5所定疾患
施設療養費Ⅱ
480単位

実人数 4 5 5
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2025年 2026年

血液検査で白血球数、ＣＲＰを測定して診断。スルバシリン、セフトリアキソンナトリウム、セフメタゾン、セフカペンピボキシル、レボフロキサシン等で治療。

尿検査で潜血、赤血球、白血球の数値を測定して診断。セフトリアキソンナトリウム、セフカペンピボキシル、レボフロキサシン、ST合剤などで治療。

皮膚症状で診断。抗ウイルス剤のバラシクロビル錠などと軟膏塗布で治療。

皮膚症状と血液検査の白血球数、ＣＲＰで診断。セファゾリンナトリウム、セフトリアキソンナトリウム、ミノマイシン、ST合剤などで治療。

67

６月

(当施設での主な治療内容）

年度実績合計

312

平均７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合計

延人数 26.0




